
Spoken text

M:あやか、昨日何しよったん。

A:あやか昨日バイトやった。

M2:何のバイトしてるんですか。

A:飲食。ららぽで。

M2:あ～～～～。

M:てかさ、オマエなに食ってんねん。

A:じゃがりこ。食べるぅーーー。

M2:いや、いらないっす。フッ、、、

M:お前太んぞそれまじで。

A:自分やん。

M:はぁーー！

M2:じゃがりこ外で食うのは、、、、、無理っすね。

A:あっ、、でもおいしいで。いる？

M:いらん。　

M2:ふっふ。

M:よしもう帰ろ。

A:うん、帰ろ。　
O:帰りますか。　

A:うん。　


＜analyze＞
この会話は三人で授業終わりの帰り道での何気ない会話である。MとAは同い年であり、M2は後輩である。全体の会話を見ると、MとAは同じ立場として喋っているのに対し、M2は敬語で喋っている。会話の内容としては、アルバイトの話からお菓子の話しに急に変わっている。会話を見ると、主語と述語が全くなく普段通りであり、形式的な会話がない。M2に注目すると、５行目では、相槌を伸ばしたりしたり、８、１７行目では発言の後に笑ったり、単純に笑うだけの部分がある。１２行目では喋っている途中で少しの間が空いて喋り終わったとこもある。Mの会話に注目すると全体的に口が悪いことが分かる。特に、１１行目の所は、怒っているような感じになっている。Aの会話に注目すると語尾を伸ばしたりと若い女性らしい喋り方になっている。三人の会話はユニークで面白みがあると思う。


